
地域の空き家の状況は？地域の団体自ら調べる！空き家を活かす地域へ！

（平成26～27年度）

地域づくり団体等による空き家調査事業

調査から始まる

背景・課題

空き家対策については多くの地
域で共通の課題（危険家屋の増
加、劣化、維持管理、景観）
合併後の市町村では詳細な空き
家情報の収集やきめ細やかな情
報の更新が困難
一方、地域の中でも空き家に関
する情報が整理されていない

地域の団体等が主体となり直接空き家調
査を行う事で、地域の空き家対策、定住
促進等に向けた機運を醸成
モデル事業の成果・課題を分析し、市町
の空き家情報整備（例えば空き家バンク
等）に活用
地域の事情に精通し、顔のよくわかる地
域づくり団体が調査することで細やかな
調査が可能に
地域で空き家の活用・定住促進に向けた
機運醸成

地域の団体等が主体となって

① 空き家調査を実施
② 地域で調査の結果を管理

する等の体制を整備

効果・期待モデル

結果を市町村の空き家対策に
反映・活用

〔 H26～27年度実施内容 〕

地区外に他出し
ている所有者

地域づくり団体
（例地域自治組織等）

調査内容
■空き家の状況調査
■所有者の確認
■所有者との連絡調整
■空き家情報の整理
■空き家情報更新の体制整備
■有効活用に向けた体制整備 等

調査内容
■空き家の状況調査
■所有者の確認
■所有者との連絡調整
■空き家情報の整理
■空き家情報更新の体制整備
■有効活用に向けた体制整備 等

所有者とのr連絡調整
▼維持・管理の状況
▼居住の意志、希望確認

市町村市町村

〔 H26～27年度実施内容 〕

■活動補助
■情報提供 等 西部県民

センター
西部県民
センター

①空き家調査の依頼(委託)
②情報を空き家対策に活用

▼空き家バンクへの登録等
他地域への取組の波及

①

②

定住者の受け入れを進めるうえで、生活の基盤とな
る住まいについて、地域にある空き家を活用すること
は有効な手段です。また、平成27年度には「空家等対
策の推進に関する特別措置法」が施行され、防災、衛
生、景観といった観点も含め「空き家対策」は多くの
地域で共通するテーマとなりつつあります。

こうした中、県内のほとんどの市町村では「空き家
バンク」を運営し、空き家情報の管理や定住希望者等
への情報提供を行っています。しかしながら、詳細な
空き家情報を収集すること、刻々と変わる状況に応じ
て情報を更新することが難しいという実態もあります。

そこで、最新の空き家情報を身近に把握できる「地
域」の地域団体等が空き家調査及び調査結果の管理・
更新等を行う体制を整備し、空き家の有効活用につな
げる取り組みを実施できる仕組みの創出をめざし、モ
デル事業に取り組みました。

問題意識
る空き家について、住所や地図に基づき、直接現場に
おもむいて目視による外観、構造、駐車場、損傷の有
無等の確認を行います。

併せて、所有者を把握して、空き家活用等に関する
意向（空き家バンクへ登録してほしい、地域の活動に
活用してほしい、そのままにしておいてほしい等）を
確認します。空き家バンクへの登録を希望する所有者
がいる場合、所有者と市町担当者等との連絡調整を行
うこともあります。

空き家調査

調査結果

地域内の空き家地域内の空き家

具体的な調査は次のように行われています。まず、
主体となる地域運営組織等の地域団体が、地域内にあ

調査した結果は、整理・データベース化して地域で
管理をします。状況の変化や必要に応じて更新も行っ
ていきます。

データベースは市町の定住・空き家関係業務の担当
セクションとも共有し、空き家バンクや定住施策等へ
も反映させます。

併せて、調査結果を参考としながら地域で空き家の
管理や有効的な活用方法や、地域で空き家を管理・活
用していくための体制等に関する話し合いやワーク
ショップを行います。



調査者の声

市町名 益田市 大田市 江津市 邑南町 津和野町 吉賀町

地区名 高津 二条 北三瓶 温泉津 大森 黒松 波子 瑞穂 木部・畑迫 蔵木

調査の
実施主体

須子連合自
治会

二条地区連
合自治会

北三瓶よろ
ず会

NPO石見も
のづくり工
房

NPO納川の
会

黒松自治区
推進協議会

波子ビジョ
ンプロジェ
クト

コミュニ
ティパート
ナーズ

わくわくつ
わの協同組
合

蔵木地区の
活性化を考
える会

調査件数 29 60 35 53 90 90 56 77 48 68 

バンク登録 1 6 0 2 1 1 1 1 0 4 

バンク登録
見込み

4 0 4 6 8 41 18 5 8 5 

調査内容
(概要)

• 地域住民への聞き取り
調査

• 空き家特定、外観調査
• 地図への落とし込み(紙)
• 空き家のランク付け
• 所有者の確定
• 意向調査
• 間取り等調査
• 空き家カルテ作成
• 地域住民への聞取り調

査
• 空き家特定、外観調査
• 地図への落とし込み(紙)
• 空き家のランク付け
• 所有者の確定
• 意向調査
• 間取り等調査
• 空き家カルテ作成

• 空き家リ
スト作成

• 空き家現
地調査

• 空き家所
有者及び
管理者の
調査

• 意向調査
• 空き家マ

ップ作成
• 収集した

情報を整
理し、市
定住推進
室へ情報
提供

• 対象地区の全家屋リス
ト作成、空き家抽出

• 地元聞き取りによる所
有者確認

• 意向調査
• 対象地区の全家屋リス

ト作成、空き家抽出
• 地元聞き取りによる所

有者確認
• 意向調査

• 空き家調査
• 空き家所有者への意向

調
• 空き家データの集計／

管理(カルテ等による管
理を想定)

• 空き家状
況調査

• 所有者の
確認

• 地図への
落とし込
み

• 空き家情
報の更新

• 空き家活
用モデル
の取り組
み方針

• 就農者向
けの空き
家、遊休
農地につ
いて調査

• 所有者と
の調整

• 空き家カ
ルテ作成

• 就農後の
フォロー
体制の構
築

• 空き家調
査、管理
を実施す
る体制整
備

• 実態調査
(目視、
聞き取
り)

• 空き家情
報の整
理・管理
(空き家
の地図へ
の落とし
込み等)

調査＊の概要

＊ 平成２６年度実施分について当時の状況を整理・とりまとめ。平成２７年度については、益田市豊川地区、小野地区、中西地区、大田市池田
地区、志学地区、大森地区（平成２６年度からの継続）、温泉津地区（平成２６年度からの継続） 、馬路地区、江津市波積地区、浅利地区、
敬川地区、美郷町高畑地区、石原地区、潮・曲利地区（計４市町・１４地区）で実施。

調査の流れ(例)

地区内の空き家
リストアップ
地区内の空き家
リストアップ

・外観から判断される空き家の

状態調査

・近隣住民等への聞き取りによ

る空き家所有者の調査

・空き家の外観写真の撮影

・地図上での位置確認

・地域の話し合いの場や、地

図を利用したワークショップ

等を通じてリストアップ

空き家１軒ごとに
調査票を作成
空き家１軒ごとに
調査票を作成

データベース作成
利活用の促進
データベース作成
利活用の促進

所有者の意向確認所有者の意向確認

・帰省の有無、管理状況

・利活用の現状

・売却・賃貸（空き家バ

ンク活用）等の希望

・調査結果の取りまとめ、リスト化

・市町空き家バンクとの情報共有

・地域の空き家利活用・啓発に向

けたチラシ作製・広報

地域に密着する地域団体等ならではの、細やかな調
査、データベース化につながりました。また、調査に
より建物の状況や所有者の意向が確認された空き家の
いくつかは、市町が運営する空き家バンクへの登録さ
れ、ＵＩターン者受け入れへと結びついています。

また、実際に空き家調査に取り組んだ地域団体等か
らは、｢地域住民のなかで空き家に対する関心、危機感
が認識された」といった声や「空き家を地域の資源と

まとめ

して捉え、有効活用していかなければならない」と
いった前向きな声も聞かれています。

このように、空き家の利活用に向けた意識醸成にも
つながっています。これは、調査に携わった地域住民
はもちろん、意向を確認された所有者についても同様
です。

地域で定住対策、ＵＩターン者の受け入れを進めて
いく素地ができたとも言い換えられるでしょう。

調査員が若い世代だと、空き家所有
者の連絡先を教えてもらえなかった。
調査員の父親が頼むと教えてもらえ
るということもあった。

防災・定住や、全国の空き家の
問題、安全面・衛生面など実感
しやすいことを話すと協力を得ら
れやすい。

世間話で話を弾ませ、調査
員がどこの家の人ということ
が相手にも伝わったことで協
力が得られやすかった。

調査員が考える空き家の定義と所有
者が考える空き家の定義が異なるこ
ともある。
所有者が年に数回でも帰省する家、
所有者が入院中、または亡くなった
ばかりの家について、調査員は空き
家だと思っていても所有者はそう認識
していない場合がある。

遠方にいる所有者に電話で調査
の説明をしても、怪しまれること
もある。どういった団体がどう
いった目的で調査を行っているか
会規約・調査票・お願いのチラ
シを送ったこともある。市町の空き家対策担当課に調

査員証を発行してもらうことで
調査の信頼度が高まり、より
安心して協力してもらえた。

どのような目的で、誰が、いつ調
査するか、協力の依頼等をチラシ
にまとめて周知した。

地域づくり団体等による空き家調査事業（平成26～27年度）


